
第 8章 結 語

これまで、中央道長野線建設に伴って発掘調査を実施 した、坂北村・麻績村内の 5遺跡の調査の成果に

ついて述べてきた。個々の遺跡の総括は、各章の「小結」に記したとおりであり、屋上屋を重ねることで

はあるが、時代別にまとめてお くことにする。

最 も古い時期の遺物には、向六工遺跡の細久保式相当の押型文土器がある。少数の出土で遺構は検出さ

れなかったが、同遺跡のある東条川の段丘がこの時期には離水 しており、集落立地 としての条件を備えて

いたことを示す。試掘のみで本調査に至らなかった十二遺跡からは土器が出土しなかったが、石器から押

型文期 と推定 してみた。この時期には聖高原一帯に遺跡が集中し、平野部の遺跡は数少ない。

この後、向六工遺跡では早期末葉の条痕文期に集落が営まれ、 3段の平坦面に 5軒の住居址、焼土址、

集石等が分布する。土器・石器 とも多量で、分布状態から生活空間や生産活動の復原が試みられた。土器

は絡条体圧痕文を主体 とし、条痕文の種類 と東海系土器 との検討により、粕畑式から入海Ⅱ式ころまで 4

段階程度の区分が推定された。このうち、最 も新 しい時期に属す縄文条痕文土器は東北起源 と思われ、前

期初頭の羽状縄文土器の先駆的なものである。これまで長野県内では実態が不明であり、さらに広域な検

討がのぞまれる。石器の様相は石鏃を主体に狩猟具の占有率がきわめて高 く、早期前半 とも異なって前期

に連なる要素が見られる。また、住居址には円形・方形プランがあり、すべて地床炉を備え、台石 も見ら

れる。このように、遺構・遺物両面で早期から前期への転換期の様相がうかがわれ、早期末集落の調査例

として、貴重な資料を提示 したことになろう。

向六工遺跡は、縄文中期初頭 と中期末葉から後期前葉の少量の土器 と打製石斧を出土し、この時期には

植物食料の採集地 といった性格をもつらしい。野口遺跡の称名寺式土器 と石器、時期不明ながら子尾入遺

跡の打製石斧からも同様の性格を推定してよいかもしれない。

弥生時代では、向六工遺跡からわずかに磨製石鏃 と箱清水式土器が出土した。遺構はなく、やはり短時

期の狩猟 0採集地 と考えられる。

平安時代では、向六工遺跡で 9世紀後半にほぼ限定される住居址19軒 を検出した。斜面立地のためもあ

り、掘立柱建物址や墓址は見られないが、ほぼ集落全体を調査 しており、数世代にわたる古代の山村の生

活をうかがう好資料である。当時、筑北は更級郡に属 していたが、焼物の様相は松本平と変わりがないも

のであった。その一方、中核的な住居址の規模が小さいことや、緑釉陶器などが見られないことから、集

落の有力者の力は大きくはなかったと推定されている。向六工遺跡の古代集落は、古い秩序の解体 と新た

な秩序の形式という混乱した動向の中で消長を遂げたものと評価されている。

野口遺跡では10世紀の住居址 2軒 と9世紀の火葬

墓・焼土坑各 1基 を検出した。 S B02の溝はオン ド

ル遺構 といわれ、暖房施設としての可能性を検討し

てみたが明確な結論には至らず、そのまま検討課題

として引き継がれることとなった。火葬墓は攪舌Lを

被っているため、原形は推測の域を出ないが、外容

器を伴うものである。焼土坑とともに県内では調査 |
例の少ない遺構である。集落の縁辺部の調査では

あったが、このような希少な遺構を提示する結果と

なった。

-211-

十二遺跡現況 (下 り線筑北パーキングエ リア)



第8章 結 語

中世については、向六工遺跡で15016世紀の集落が検出され、専業的 とはいえないものの鍛冶を営んで

いたことが明らか となった。遺構の遺存状態は良好 とはいえないが、主屋・納屋・倉庫・作業小屋・柵で

構成される 3群の生活単位が推定 されている。伝承の岩殿寺山門を証明することはできなかったが、戦国

動乱期の文献は少ないため、地域史を語るうえで不可欠の素材 となる。このほか十二遺跡を除 く3遺跡で

も中世後半の遺物が少量出土し、中世遺跡の多さを示唆している。

また、試掘のみで調査を終了した古司遺跡では、最終氷期から現在に至る遺跡周辺の地形形成過程を明

らかにした。

このように、縄文時代早期から中世にわたる調査成果があるが、解決すべ き課題 も多い。まず、多様な

資料について、各担当者が可能な限り検討を加えて資料の位置付けを明らかにする努力をしてきたつもり

ではあるが、地域史の再構成 という課題を解決できたか、心もとないものがある。また、折にふれて現地

説明会や展示会を実施 して、調査の成果を一般の方々に公開してきたが、限られた機会にどれほど地域社

会に還元できたか考え直してみる必要があろう。もともと遺跡の発掘調査がきわめて少ない地域であり、

今回の調査から地域の埋蔵文化財の理解を求めるような機会が、今後も必要である。次に、報告書干J行後

の資料の保管 と公開の問題がある。

本報告書は長野調査事務所管轄の発掘調査報告 としては第 1冊 目にあたる。事務所発足と筑北地区の調

査開始が昭和62年 4月 、調査終了が平成 2年 9月 、整理作業が平成 304年度で、本書の刊行まで 7カ 年

を数える。発足当初 8名 だっだ調査研究員も50名 を上回り、平成元年度には調査課長を設け、 2年度には

2課制 となり、 3年度には上信越道の調査開始 と整理課発足、 4年度には北陸新幹線の調査開始と、事業

の拡大 と体制1の拡充が図られてきた。この間、筑北地区の調査 と並行 して長野盆地の調査が行われ、予想

を上回る内容であったことから冬季の調査 もやむを得ず、当面の資料整理 も後送 りすることとなった。向

六工・野口遺跡の調査に携わった調査研究員も、平成 4年度時点では整理担当者以外 1名が在籍するのみ

であった。記憶の風化が報告の精度を低下させることを恐れるとともに、資料の早期公開に反する結果と

なったことを反省する。本報告によって筑北 5遺跡

の記録保存が完了するが、この資料提示がこれから

評イ面を受けることを思うと、身の引き締まる思いが

する。

欄筆するにあたり、これまでにご協力、ご支援頂

いた関係各位、諸機関に深い感謝の意を申し上げる

とともに、本書が地域の歴史・文化財を考える上で

有意義に活用されることを願わずにいられない。

子尾入遺跡現況 (一本松 トンネル入口)
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付 章 自然科学的分析

第 1節 向六工遺跡出土の黒曜石の分析   鈴木正男・戸村健児

第 2節 向六工遺跡出土炭化材の樹種    鈴木三男・能城修一

第 3節 向六工遺跡出土の中世火葬骨    茂原信生
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第 1節 向六工遺跡出土の黒曜石の分析

第 1節 向六工遺跡出上の黒曜石の分析

鈴木 正男 (立教大学一般教育部)

戸村 健児 (立教大学原子力研究所)

は じめに

向六工 (むかいろっく、記号EMR)遺跡出土の40点の黒曜石の分析を依頼された。この機会に、黒曜石

分析について、その全体像を振り返ってみたい。

I 黒 曜石 分 析

A 黒曜石分析の全体像

黒曜石は、Si02に 富む溶岩が急冷して生じる天然ガラスであり、その産出地は限られている。一方、

黒曜石は先史時代にすぐれた石器製作のための材料として用いられ、石材として運搬され交易された。

この産地が限られていることと石器材料としての優秀であることが、先史時代の交流・交易の復元を

可能にし、かつ当時の社会の様子を探る手がかりを与えてくれる。これを行う方法が黒曜石分析法であ

り、その全体は下図に示したとおりである。

[黒曜石]   [分 析法]   [結  果]

晶 子 形 態

図に示したように、黒曜石分析は、黒曜石の産地推定と水和層年代測定からなる。すなわち考古学的

黒曜石がもつ多様な属性のうちの二つ、運搬あるいは交易による移動の方向と距離 (空間系)と それが

行われた年代 (時間系)を 同時に明らかにするのである。

B 空間系

1 産地推定の原理

遺跡出土黒曜石の産地を推定する方法には、後述するようにいくつかの方法があるがtそれらの方

法に共通する原理は、原産地黒曜石の属性、例えば結晶性の模様 (晶子形態)、 形成年代 (FT年代)、

化学組成が産地内ではほぼ均一で、産地間では違いがあることを利用して、遺跡の黒曜石の属性を産

地の黒曜石の属性と比較し、一致する (ま たはきわめて近い)産地に由来したものとするのである。

2 産地推定法

a 晶子形態法

晶子形態法の原理は、黒曜石は、天然のガラスではあるけれども、完全なガラスというわけでは

なく、冷却の過程でその内部に結晶性の粒子が生じる。その形成段階は、晶子、微晶、斑品の順に

成長する。

この晶子形態 (結晶性粒子の作る模様)を産地黒曜石について網羅的に調べ、遺跡の黒曜石の晶
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付 章

子形態を照合するなめの台帳を作成する。煎耳の図でいえば、後述する遺跡から出土した黒曜石の

石器製作年代を調べるために水和層を測定するとき、薄片を作成するので晶子形態は常時検査でき

ることになる。

b F丁年代    ■

,黒曜石を形成した火山の活動は、全ての火山について同一時期ではなく、その間に先後関係があ

れば、原産地黒曜石の形成年代を調べ、遺跡黒曜石の形成年代を照合すれば産地が判定できる。こ

のときに用いられる年代測定法がフィッショントラック (FT)法である。

フイ、ヽシシヨントラックはく核分裂の飛跡 (キ ズ跡)であ:り 、加熱されると消える性質があるから、

仮に遺跡の焼土の中から黒曜石が出た場合に、熱を受けているならば、測定されるFT年代は、'遺

跡の年代を示すことになる。

C 化学組成法

化学組成法 とは、原産地黒曜石の化学組成の特徴を調べておき、遺1跡黒曜石の化学組成の特徴を

比較照合 して産地を推定する方法である。'黒 曜石の化学組成を測定する方法には、.蛍光X線分析法、

熱中性子放射化分析法、などがある6ま たく照合にあたっては、判別分析やクラスタ三分析などの

多変量解析法が用いられる。       l

(1):蛍光X線分析法  1

ある元素に外部からX線を照射 したときに発生する特性X線の波長 とその元素の原子番号 との

間には一定の関係式が成 り立つ。したがって、X線を照射 して試料の中に含まれる元素 を定量す

ることができる。この方法の利点は、
:卜

試料を破壊 しない非破壊測定法であることである。

9)熱 中性子放射化分析法

今回の測定に用いられた方法であるから、詳しく説明する。

種々の核種に熱中性子を照射するとそれぞれの核種は放射化され、それぞれの核種に固有のエ

ネルギーの γ線を放出する。放射化された核種はそれぞれに固有の半減期で壊変する。 したがっ

て、冷却期間を調節することによって、産地の判別分析に有効な核種の γ線を選択的に測定する

ことができる。        ::                    t           l

試料の各元素の含有量はt C       i'       :        i

① 試料に、多種類の元素の含有量が知られている標準試料 と同時に熱中性子を照射 し、

② γ線を計数 し、

③ 試料 と標準試料の γ線のカウン ト数比、重量比、測定開始時間の差に起因:す
:る 変動を補

正する、

ことによって計算される。    l               i  `   i

実際の操作はti以下のとお りである。:ま ず、ダイヤモンドカッタ‐を用いて、黒曜石試料の小

:片 を切 り出し、その重量を化学天粋で測 り、ポ リ袋に封入する。これを標準試料 とともに照射

キキプセルに入れ、立教大学原子力研究所TRIGAH型 原子炉の回転試料棚 (RSR)の 位置

に挿入して、出力100kwで 12時間熱中性子を照射する。対照する標準試料はN B S2781｀ (Obsidian

Rock)である。                           ―・ ■

約10日 間冷却 した後、 ク線スペクトルを1000～ 3000秒計数 して標準試料 との比較から、サマ リ

ウム (Sm)、 ウラン (U)( トリウム (Th)、 ハフニウム (Hf)、 スカンジウム (Sc)、 鉄 (Fe)、 ラ

ンタン (La)の 7元素の含有量を測定した。

黒曜石の産地の判別には、 日本全国30カ 所を超える黒曜石産地のそれぞれ100点 の測定値に基
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第1節 向六工遺跡出土の黒曜石の分析

づ き、多変量解析プログラムDISCRIM(SAS)を 用いて行 う。

C 時間系

1 年代測定法の種類

現在から約200万年前 (第四紀は、厳密には1。 64Ma(Harland″ aた ,1989))ま での年代範囲に適用

できる年代測定法には、表に示したようなものがある。大男Jす ると、

a【壊変定数・平衡定数・速度を利用した方法】

測定された事象が現在から何年前に起こったかを数値表現する、いわゆる絶対年代測定法。

(1)《放射性核種による方法》

放射性核種の壊変定数を用いて年代を算出する。測定される核種の試料における状態によって

つぎのように細分される。
: l①

 《閉鎖系》                             ・ だ

指標核種あるいは壊変生成核種が、測定される年代の間に試料から出入しなぃ、年代測定のi

:      理想状態にあるもの。

② 《閉鎖系/開放系》

元になる核種が試料に入 り (開放系)、 壊変によって生 じた核種は測定される年代の間に試

料から出入 しない (閉鎖系)。 この場合は、元の各種の試料への進入速度を推定することが

必要になる。

′ ③ 《開放系》                           |

試料外の放射性核種の壊変の影響が、試料の中に蓄積される場合。

9)《化学変化を利用した方法》

:     化石骨中のア ミノ酸のラセ ミ化や黒曜石の水和などの現象を利用した方法ιこの方法は、経過

した年数 とともに、特に温度にも依存した方法であるから、それぞれの気候環境条件によって影

響を受け、算出された年代は 【設定された標準との比較による方法】による年代と類似した意味

あいをもつ。

b 設定された標準との比較による方法 ‐             「

複数の事象の起こった先後関係を示す、いわゆる相対年代測定法である。【設定された標準との

i  比較による方法】は、一般に相対年代測定法と呼ばれ、絶対年代との対比から二段精度が低い方法

と受けとめられやすいが、微化石層序、古地磁気、‐年輪年代の1よ うにきわめて精級に編年が組み立

:   
てられているものもあり、特に年輪年代は、放射性炭素年代の補正値の割り出しに用いられている。

C その他の分類

(1)核種の量的変化による分類 ‐

① 《蓄積法 (accumulation method)》 壊変生成核種や放射線の損傷が蓄積される場合。

② 《減衰法または壊変法 (decay method)》 指標核種が減衰する場合。          l
9)測定するときの試料の取り扱いによる分類

① 《破壊法》 試料の一部を破壊する。

i     ② 《非破壊法》 試料をそのまま測定する:。

などがある。

《破壊法》か 《非破壊法》かについていえば、 γ線スペクトロメトリーを用いた化石骨のウラ

‐ ンシリーズ年代測定法などごく少数の例外を除いて一般に 【壊変定数・平衡定数・速度を利用し

た方法】のほとんどは 《破壊法》である。
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表 1 年代測定法の種類

測定法の種類 対象試料の種類 測定年代範囲 (a)

【壊変定数・平衡定数・速度を利用した方法】

《放射性核種による方法》

〈閉鎖系試料〉

カ リ ウ ム ・ ア ル ゴ

Potassiunl‐一argon

ン

溶 山石 火 砕 流 堆 積 物 105～ 5× 109

フ ィ ッ シ ョ ン ト ラ ッ ク

Fisslon Track
タ フ ・ 溶 岩 ・ 火 砕 流 堆 積 物 ・ ガ ラ ス 103～ 3× 109

放  射  性  炭

Radiocarbon
素

生 物 寝退 体 0～ 6× 104

〈閉鎖/開放系試料〉

ウ ラ ン シ リ ー ズ

U――serles

溶岩・火砕流堆積物・タフ・化石骨・珊 FIJ・ 石灰質堆積物・

深海底堆積物
104～ 3× 105

〈開放系試料〉

熱 ル ミ ネ ッ セ ン

Thermolunlinescence

ス

タ 目
（

フ 石 土 器 10'～ 5× 105

電 子 ス ピ ン 共 鳴

Electron Spin]Resonance 鍾 乳 石 ・ タ フ ・ 断 層 ・ 氷 河 103～ 3× 106

《化学変化を利用した方法》

フ セ

Racenlization
石 骨 微 石 目

（
103～ 5× 106

黒 曜 石 水 和 層

Obsidian Hydration
里
小 曜 石 103～ 3× 104

【設定された標準との比較による方法】

古  (考 古) 地 磁 気

PalaeO一 /Archaeo― magnetism
炉 ・ 窯 跡 ・ 土 器 ・ 陶 器 ・ 堆 積 層

火 山 灰 層 位 学

Tephrostratigraphy
火 山 灰

微  化  石  層

Micropalaeontology
序

深 海 底 アコ

口甫 乳  動  物

Palaeontology

石
動 物 石

花 粉 分 析

Pollen Analysis
湖 底 堆 積 物 泥 山灰

形   (型 )  式   学

Typolbgy
土 器 石 器

年 輪 年 代

DendrochrOnology
学

木 材 0～

氷 縞 米占 土

Varved Clay
氷 縞 土米占 103_104

学 分

Chemical Analysis
析

鉱 物 フ ス石 ガ

(板谷・ほか、1988;一部改変)
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第1節 向六工遺跡出土の黒曜石の分析

2 黒曜石水和層法

a 黒曜石水和層年代測定法の原理

I一 C-1-aの 説明にしたがい、黒曜石水和層年代測定法の原理 と特徴 をまとめると以下のよ

うになる。

〔測定可能年代範囲〕103～ 3× 104a

〔分類〕 (開放系、蓄積法、破壊法/非破壊法)

〔測定方法・機器〕光学顕微鏡

〔測定対象試料〕黒曜石

〔測定される年代の意味〕石器製作年代

黒曜石は、大気や地中から水を吸収 して水和層を形成する。水和層は、時間の経過 とともに厚さ

を増す。水和層の厚さをL(μ m)、 時間を t(1000a)、 定数をk(1/1000a)と して、

L2=kt

の関係がある。                       l      i

また、 kは、定数 をA、 水和のプロセスの活性化エネルギーをE(ca1/mole)、 気体定数 をR

(ca1/degree/mole)、 絶対温度をT(° K)と して、      ■

k=A・ exp(一 E/(RT))′   :一  ‐

の関係がある。                 l            i  l

kを 決定する因子にはt内部因子 として、黒曜石の化学組成、外部因子 として、効果水和温度

(EHT)がある。そのほか湿度、pHな どの因子は、1極端な場合を除いて、影響が認められていな

い。効果水和温度は積雪のある場所では大気温より高いが、一般に大気温で代用することができる。

b 水和速度 kの決定法

(1)化学組成法        1     11・
  ・: ■ ■1111‐

黒曜石の水和速度 と化学組成 (́Chcmical lndex)と の間には、一定の関係があることが知 られ

ている:Chemical lndexと は、     :

Chemical lndex=Si02「 45(caO+M瞳 0)-20(H20+)

を意味し、黒曜石の水和速度の決定に関与する化学成分のことである。

は)検量線法

I一 B-2-bで 述べた焼けた黒曜石の得られた遺跡のFT年代と出土する黒曜石の水和層厚

からkを 算出する。

この方法の事例 として、南関東の遺跡で設定された水和速度を次頁に示す:図の中の 1～ 4は 、

焼けた黒曜石のFT年代とその遺跡の水和層の厚さ (μ m2)の 交点を示す。また、Kl～ K5は、

それぞれ箱根火山新期外輪山系、箱根火山古期外輪山系、神津島系、霧ケ峰系、和田峠系黒曜石

の水和速度を示す。
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第 1図 南関東諸遺跡において設定 された水和速度

これを表にまとめると以下のようになる。

産地・露頭 WADATOGE HOSHIGATO* KOZUSHIMA TAKAHARAYAMA KAMITAGA HATAJUKU

水和速度 7。 89 5。 13 2。 69 1。 11 0。 98 0。 28

,′
1:             'I  I *YATsUGAT本 KE,OMEcUR本 を含む。

(3)直接測定法                              1  ‐

墨曜石を粉本に して奉面樟を増ゃ、し、常糧下で促進水和実験を行 う。水和による重量増加 と表

面積の増加からkを算出する。

C 黒曜石水和層の測定法    ;
(1)薄片法

形成された水和層の厚さは、黒曜石表面に置交するように作成された薄片で測定する。この場

合は、必然的に試料を破壊することになるのでt試料として用いることのできるのは、チップな

ど資料価値の低いものに限られる。

試料調製の実際については、黒曜石の争J離面に直交して切 り出した小片平均約10個 を、エポ

フォームの試料枠に入れ、エポキシ系樹月旨エポフィックスと硬化剤を容積比 8:1に 混合した。

硬化完了後、通常の手順にしたがって、厚さ約30μ m程度の薄片に仕上げた。これを、光学顕微

C●hn33『

Secth
J th Teph『 3
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第1節 向六工遺跡出土の黒曜石の分析

鏡約1,000倍で透過光観察計測した。

9)顕微分光光度法

半導体分野の透明薄膜の厚さの測定や、液晶ギャップの精密測定などに用いる日立顕微分光光

度計を用い、黒曜石水和層の反射スペクトルを非接触・非破壊で測定する。

d 黒曜石水和層年代測定法のための試料採取法 (第四紀試料分析法、1993よ り、
:■

部改変)

黒曜石水和層法には、特別な試料採取法はな く、一般の考古遺物の採取法にしたがう (『埋蔵文

化財発掘調査の手びき』、文化庁文化財保護部、1975、 Ⅲ発掘調査の実施、 1発掘、F遺物の採取法 (p.

62-67)を参照)。

黒曜石水和層年代測定法は破壊法であるから、景j片・チップを用いる。試料の大きさは、 5 mm×

5 mm以上、厚さは間わない。統計処理上の必要から、一層準あるいは文化層から10′点以上測定する

ことが望ましい。

すべての争1片・チップを測定するのが難しい場合には、選別することになるが、その場合には、

ランダムサンプリングを行うか、肉眼で斑晶・微晶・透明度・色合いなどをたよりに母岩分析を行

い、それぞれの群から抽出する。

試料はポリエチレンの袋に入れ、遺跡における試料番号・層準・文化層等必要事項を記入する。

さらに、黒曜石水和層年代測定法は温度依存型の年代測定法であるから、遺跡周辺の気温の測定

データがあれば、それを試料に添えて測定施設 0測定者に送付する。

Ⅱ 遺跡の概要 と試料

向六工遺跡は、長野県の中央部、東筑摩郡坂北村にあり、中央自動車道長野線建設工事に伴って、1989

090年に働長野県埋蔵文化財センターによって発掘調査された。

この遺跡は北流する東条川左岸の段丘上にあり、東向きの舌状地形を呈している。遺跡のほぼ前面が用

地にかか り、 2カ 年で14,500m2を 調査 した。時期は縄文時代早期押型文土器から断続的に近世におよび、

竪穴住居址28軒 をはじめとする多数の遺構が検出された。

年代測定に供する試料は、いずれも縄文時代早期末葉の条痕文系土器の時期に属す。この時期の遺構 と

しては、住居址 (記号SB)5、 屋外の焼土址 8、 土坑数基がある。

・ S Bll 中世以降と思われるピットが中央部を切るが、他に攪乱は認められない。 2× 2。 5mの長方

形で、床面まで15cm前後である。中央に焼土があり、径60cmほ どの台石がある。埋土中から黒

曜石片が多数出土した。遺跡には、絡条体圧痕文を伴う条痕文土器少量、石鏃、石錐、石匙、

磨石などがある。

・ S B29 攪乱は認められない。4.0× 4。 45mの 隅丸方形で、山側は壁高約30cmあ り、谷側は壁を確認

できない。中央に焼土があり、埋土下部から黒曜石片多数を出土した。特に焼土の南領I床面に

は集中していた。遺物には、条痕文土器少量と、石鏃、石匙、スクレーパー、磨製石斧などが

ある。

・ S B26 崖錐堆積に被覆され、攪乱は認められない。2。 lmの 円形で深さは10cm前後である。中央に

焼土がある。埋土中から多数の黒曜石片が出土した。遺物には完形 1個体を含む絡条体圧痕文

を伴 う条痕文土器、石鏃、石匙、磨石などがある。

・ ⅣA12(F9・ 12)地区 ⅣA区は調査区南西端にあたり、西側からの崖錐堆積に被覆されて、縄文

早期末葉の住居址 (S B26)、 焼土址、集石 を検出し、他の時期の遺物を交えない。このうち

A12区 (8× 8mグ リッド)に は焼土址があり、特に遺物量が多い。わけてもAF 9 012(2
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×2mグ リッド)は土器・黒曜石 とも多量で、東海地方の上の山式比定土器 を伴った。

以上の遺構・地区か ら、各10点ずつの黒曜石片を抽出した。ただしⅣ A12区はF9012か ら各 5点の

計10点 を選 び、合計40点 とした。

Ⅲ 黒 曜石 分 析 の結 果

黒曜石分析の結果を最終頁の表に示す。向六工遺跡から出土した40点 の黒曜石の産地は、星ケ塔産21点、

和田峠産19点 である。

参考文献
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NQ Sm U Th Hf Sc Fe La 産地  l k l δ l Kr l L IL― gl誤差 1 年代

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

8。 06

7。 91

5。 73

8。 82

8。 60

6。 02

6。 13

5。 93

8。 56

8。 45

9。 13

8。 61

3。 87

10。 4

8.62

3。 51

2。 40

4。 61

9。 13

13。 0

31。 8

28。 4

11。 0

31.0

29。 0

11。 5

11。 5

11.3

30。 7

29。 7

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

8。 40

8。 71

5。 81

8。 72

6b24

8。 44

6。 21

5。 94

8。 44

8.13

8。 12

11。 2

4。 29

8。 52

4。 90

9。 81

3。 22

4。 33

9。 08

8。 99

30。 4

31。 0

11。 2

31。 2

12。 4

29。 3

11。 8

12.0

30。 6

29。 7

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

5。 85

5。 95

5。 62

5。 38

5。 53

5。 77

5。 72

5.43

5。 82

5.45

3。 94

4。 12

4。 12

3。 05

3。 88

3。 50

2.79

3。 59

3。 46

3。 27

10.8

7。 3

11。 0

10。 5

10。 7

11。 2

11。 2

11。 1

11。 3

10。 5

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

HOSHIG

31

32

33

34

35

7。 41

5。 94

8。 60

8。 24

8。 06

8。 07

3。 60

9。 11

9。 10

8。 98

27。 4

11。 6

29。 7

29。 4

28。 6

36

37

38

39

40

8。 39

8。 52

5。 85

8。 80

5。 65

10。 2

8。 76

3。 79

12。 0

4。 16

29。 7

29。 0

11。 4

30。 9

10。 2

1～ 10:S Bll、 11～ 20:S B26、 21～ 30:S B29、 31～ 35三 IVA12(F9)、 36～ 40:IVA 12(F12)

第 1節 向六工遺跡出土の黒曜石の分析

黒曜石分析結果
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第 2節 向六工遺跡出土炭化材の樹種

鈴木 、三男

能城 修す

長野県坂北村の向六工遺跡から出土した炭化材 6′点の樹種を調査 した。試料は平安時代の竪穴住局の建

築材 4点 (EMR二 1～ 4)と 中世の鍛冶の廃棄物中にあった炭化材 2′点 (EMR-5、 6)である。試料は

徒手で横断t接線、放射の各破断面を作 り、金属顕微鏡で観察同定した結果、以下および表 1に示すよう

に、クリとコナラ節が同定された。炭化材はプンパラー トの形での証拠試料の保存は困難なので、金属顕

微鏡で撮影 した写真を証拠標本 として金沢大学教養部生物学教室に保管してある。

クリ  Castanea crenata Sieb. et Zucct  ズナ不斗

年輪始めに大変大きな道管が 1数層に並びt晩材部では薄壁多角形の小道管が火炎状に集まって配列す

る環孔材で、道管の穿孔は単一(道管の側壁には小孔紋の壁孔がある。放射組織は単列同性で背は余 り高

くない。これらの形質からクリの材 と同定した。クリ材の竪穴住居の柱材および燃料材としての利用1は 縄

文時代以来、最 も普遍的なものである。

コナラ属コナラ節 Quercuも Secto Prinus ブナ科

クリ材に良く似た道管配列をする環孔材だが、放射組織は単列同性のものと複合状の大きなものがある

ことにより区別される。コナラ節には暖温帯の二次林に多いコナラ、暖温帯の上部から冷温帯に多いミズ

ナラ、それにカシワやナラガシフが含まれるが、材構造での種の識別は困難である。当遺跡出土材は現在

のそれらの分布から見てコナラあるいはミズナラ:の 可能性が高い。関東地方の山沿い地方の弥生時代以降

の住居などではナラ材の利用が良く見られ、当遺跡出土材もそれに矛盾しない。

表 1 向六工遺跡出土炭化材の樹種T覧

標本番号 樹種名 遺 構 製品の種類 時代

EMR-1 ク リ 竪穴住居SB03 建築材 平安

EMR-2 ヨナラ節 竪穴住居SB08 建築材 平安

EMR-3 コナラ節 竪穴住居SB14 建築材 平安

EDIR-4 コナラ節 竪穴住居SB28 建築材 平安

EWIR-5 ク リ 鍛冶の廃棄物SQ01 炭化材 中世

EMR-6 ク リ 鍛冶の廃棄物SQ02 炭化材 中世

(金沢大・教養 ・生物)`

(農水省森林総合研究所 )
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1。 クリ (EMR-1) C× 50。   2。 同

7。 同        C× 100。  8。 同

向六工遺跡出土炭化材金属顕微鏡写真

C× 100。   3。 同 丁×100。

6.コ ナラ節(EMR-4) C× 50。
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第 3節 向六工遺跡出上の中世火葬骨

茂原 信生 (獨協医科大学第一解剖学教室)

1  は じあわ:こ

向六工遺跡は長野県東筑摩郡坂北村向六工にある遺跡で、平成元年の4月 から10月 にかけて(財)長野県

埋蔵文化財センターによって発掘された。縄文時代早期、平安時代、中・近世におよぶ遺跡である。本骨

片 (SK1048)は 中世に相当すると考えられている。

出土した骨は100片近い数の細片で、すべて焼かれている。

2 同定 された骨片 とその特徴

長骨は細片化しているが、長骨の表面には波状のひび割れが数多く入っており、これらの骨が軟組織が

ついたまま、つまリー般の火葬と同じ状態で火葬されたことを示している。骨は灰白色に焼かれており、

しかも長骨はねじれたりして変形している。このような灰化の状態は800～ 900度の比較的高い温度で焼か

れたものである (Stewart,1979)。 少数の木炭が混入しているので、木材で焼かれたものであろう。

骨の量は非常に少なく、一体分の人骨のごく二部である。骨の残りはよいので、他の部分は消失したの

ではなく、ここで火葬され、蔵骨器などに取り上げられた残りであると考えられる。

同定された骨は以下の11点で、すべてヒトのもので (写真 1)、 人骨以外の動物骨は混在していない。

頭蓋骨                       上肢骨

右側頭骨錐体部内耳孔付近  1′点          撓骨近位端 (左右不明) 1′点

頭蓋骨片          8点          下肢骨

下顎骨左歯槽内側部 (P2～ Ml部) 1点      左膝蓋骨 1点

重複する部分はないので一体分のものであろうが、何分にも資料が少なく断定はできない。撓骨の近位

部は完全に骨幹と癒合している。この部分 鯛寸)の骨端と骨幹との癒合は一般には14～ 19歳 ぐらいで終了

すると言われている (瀬田・吉野,1990)。 したがって、それ以上の年齢であることはまちがいなく、関節

面や他の骨の状態から成人であると考えてさしつかえなかろう。

膝蓋骨は、焼けて小さくなっていることを考えてもやや小さめである。どちらかと言えば女性の可能性

の方が高い。

3 まとめ

この火葬骨は、比較的高い温度 (800～ 900度)で焼かれており、成人の女性の可能性が考えられる。時

代的特徴等は不明である。

写真撮影および整理は当教室の阿部修二氏のお世話になった。感謝いたします。

参考文献

瀬田季茂・吉野峰生 (1990)三 白骨死体の鑑定,令文社,PP。 478.

Stewart,T.D.(1979)三 Burned Boneso in “Essentials of Forensic Anthroplolgy" Charles Ce Thomas,

Springfield;59-68。
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!                                       5,m

0             5cm

写真 1:向六工遣跡出土の火葬骨片

a三 部位不明の火葬骨片 b三 頭蓋骨片 C

左歯槽部内側面  e三 撓骨近位端 (左右不明 )

f

:右側頭骨錐体部 d:下 顎骨

f三 左膝蓋骨片
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第 4節 野口遺跡出土炭化材の樹種

鈴木 三男

能城 修一

長野県麻績村の野口遺跡から出土した炭化材 2点の樹種を調査した。試料は平安時代の竪穴住居の建築

材と思われるもの 1点 (ENG■ 7)と 炭焼窯と思われる遺構からの炭化材 1点 (ENG-8)でぁる6試料

は徒手で横断、接線、放射の各破断面を作 り、金属顕微鏡で観察同定した結果、以下に示すようにENG

-7は クリで、ENG二 8は クヌギ節であった。1炭化材はプレパラす 卜の形での証拠試料の保存は困難な

ので、金属顕微鏡で撮影した写真を証拠標本として金沢大学教養部生物学教室に保管してある。

クリ)Castanea ёrenata Sieb.et Zucc。 ブナ科 ENG-7(写真1-3)

年輪始めに大変大きな道管が 1数層に並び、晩材部では薄壁多角形の小道管が火炎状に集まって配列す

る環孔材で、道管の穿子Lは単一、道管の側壁には小孔紋の壁孔がある。放射組織は単列同性で背は余り高

くない。これらの形質からクリの材|と 同定した。クリ材の竪穴住居の柱材および燃料材としての利用は縄

文時代以来、最も普遍的なもので向六工遺跡でも出土している。

コナラ属クヌギ節 Quercus Secto Attilops ブナ科 ENG-8(写真4-6)

年輪始めに丸い大道管が 1層 に並び、晩材部では中型で丸い道管が散在する環孔材。道管の穿孔は単一、

側壁には小孔紋がある。道管■放射組織間の壁孔は特徴的に柵状になる。放射組織は単列同性と大きな複

合状があり、後者はしばしば結晶細胞を含む。これらの形質からブナ科コナラ属のうちクヌギ節のクヌギ、

アベマキのいずれかの材と同定した。クヌギ節の材の建築材や構造材、それに燃料材への利用は縄文時代

以来、一般的なことであるb

(金 沢大・教養 ・生物 )

(農水省森林総合研究所)
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1。  クリ (ENG-7) C× 50。   2。  同

4。 クヌギ節 (ENG-8)  C× 50。  5。 同

野口遺跡出土炭化材金属顕微鏡写真

C× 100。   3。 同

C× 100。

丁× 100。
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第 5節 野口遺跡出土の骨片

茂原 信生 (獨協医科大学第一解剖学教室)

1  は じあわに

野口遺跡は長野県東筑摩郡麻績村にある遺跡で、1987年 9月 に(財)長野県埋蔵文化財センターによって

発掘調査された。平安時代初め頃 (9世紀)に相当する遺構と考えられている。出土した骨片は十数点で、

大きいものでも数センチの細片である。すべて焼かれている。骨自身の保存状態は悪くない。

2 出土骨の特徴 (写真 1)

出土した骨片はすべて灰白色に焼かれている。長骨の級密質表面の形状や、骨質から人骨であることは

まちがいない。他の獣骨は混入していないようである。出土量はごく少なく、火葬後に蔵骨器に入れられ

たもののうちのほんの一部であろう。他は蔵骨器が破損した以降に消失したものと考えられる。

確実に部位を同定できる骨片はないが、頭蓋骨の一部、撓骨の骨幹の一部 (b)、 および歴骨の骨幹の一

部の可能性が考えられる部位 (a)がぁる。残っている長骨の表面には波型の亀裂はみられない。あまり高

くない温度で焼かれた可能性も考えられる。

形質・性別に関しては不明である。ただし、乳幼児のような若い個体でないことは骨の状態から推測で

きる。

0                            5cm

写真 1:野口遺跡出土の焼けた人骨片

a:歴骨片 と考 えられる骨片 b

d:長骨 (部位不明)の骨幹片

三撓骨片 と考 えられる骨片 C:小 骨片
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第 6節 野口遺跡出土鉄滓・砂鉄の分析調査

川 鉄 テ ク ノ リサ ー チ株 式 会 社

総合検査 0分析センター千葉事業所

1  1ま じあわに

(財)長野県埋蔵文化財センターで発掘調査 された野口遺跡からの出土品のうち、平安時代 と推定される

土坑から出土した鉄滓 2点について、学術的な記録の一環 として化学成分分析を含む自然科学的な観点で

の調査の依頼がありました。なお、比較用 として隣接河川の砂鉄について分析のご依頼 もありましたので

併せてご報告いたします。

資料NQ lは SK02-(1区 H層 )、 資料NQ 2は SK02-(1区 III層 )か らの出土鉄滓、資料NQ 3は室沢り||、

資料No.4は麻績川の砂鉄 と伺ってお ります (以降、資料NQで説明します)。

2 調査項 目・ 方法

資料No。 資料名 化学成分分析 顕微鏡組織写真 X線回折測定

SK02 1区 Ⅱ層 鉄 滓 ○ ○ ○

2 SK02 1区Ⅲ層 鉄 滓 ○ ○ ○

3 室沢川 砂鉄 ○

4 麻績川 砂鉄 ○

(1)化学成分分析

① 分析はJIS規格の鉄鉱石分析法に準 じて行いました。分析方法は下記のとおりです。

T.Fe(全鉄分)   :   三塩化チタン還元―重クロム酸カリウム滴定法

M.Fe(金属鉄)  :   臭素メタノール分解EDTA滴定法

FeO(酸化鉄)   :   重クロム酸カリウム滴定法

Si0 2(二酸化珪素)、 A1203(酸化アルミニウム)、 CaO(酸化カルシウム)、

MgO(酸化マグネシウム)、 MnO(酸化マンガン)、 P205(燐 )、 Ti02(二酸化チタン)、

Cr203(酸化クロム):以 上 ガラスビー ドー蛍光X線分析法

S (硫黄)    :   熱分解一沃素カリウム滴定法

C (炭素)    :   燃焼一赤外線吸収法

V(バナジウム)、 Cu(銅 )、 Na(ナ トリウム)、 K(カ リウム):以上 原子吸光法

分析結果は、別表 10分析結果報告書をご参照 ください。

② この調査は、化学成分から鉄を作るための原料の推定と生産工程のどの部分で発生した鉄滓なのか

の判定用データを得るために行いました。
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また、砂鉄は製鉄原料として使用できたものかを判断するため、当センターで別途精製 (磁石等に

よる選別や加工)をせず、提供された状態のままで分析しました。

(2)顕微鏡組織写真

資料の一部を切り出して樹月旨に埋め込み、細かい研磨材で鏡のようになるまで研磨してから顕微鏡で

観察して、代表的な組織を100倍 と400倍に拡大し、溶融状況や鉱物の混合状態等から加工状況や材質等

の判断をするものです。今回は100倍のみで実施しております。

(3)X線回折測定結果

資料を微粉砕して粉体にし、これを板状に成形したものに、細く絞ったX線を照射すると、試料に含

まれている化合物の結晶それぞれに固有の反射 (回折)さ れたX線が観察されることを利用して、資料

中の未知の化合物を同定するものです。多くの種類の結晶についての標準デT夕が整備されており、こ

こではASTMカ ー ドと比較しております。図 1。 X線回折測定結果をご参照ください。

3 調査結果

(1)資料No。 1 鉄 滓

化学成分分析結果では全鉄分 。(To FOが 51。 3%、 そのうち酸化第一鉄 (FeO)が 51。 7%、 酸化第二鉄

(F e20、 3)が 15。 3%と 多く、造滓成分 〔二酸化珪素 (Si 0 2)+酸化アルミニウム (A1203)十 酸化カルシ

ウム (CaO)十酸化マグネシウム (MgO)〕 の合計が27。 5%と なっています。また製鉄原料のオ旨標となる

二酸化チタン (Ti0 2)は 0。 69%、 バナジウム (V)は 0。 17%と なっています。

顕微鏡組織写真では全面にヴスタイト (FeO)の 白い結晶と、下地に二酸化珪素 (Si 0 2)と 酸化第一

鉄 (FeO)と の化合物であるファイアライト (2 FeO O Si02)が灰色のレース状で観察出来ます。鉄滓

の中では通常よく現れる組織です。比較的ゆっくりξ冷えていった様相を示しています。

X線回折測定結果では、ファイアライトとヴスタイトのピークが同定され、組織写真と同様の結果と

なっております。その他では石英 (Si0 2)やマグネタイト (Fe3 04)な ども同定されています。

この結果から、資料NQ lの鉄滓は砂鉄を原料として精錬された不純物の多い鉄塊から、さらに加熱し

て鍛打しながら不純物を取り出す際に発生する鍛冶滓であろうと推定されます。そこでは同時に製品ま

で仕上げていたかも知れませんが、この資料だけでは断定出来ません。

(2)資料No。 2 鉄 滓

化学成分分析結果では、全鉄分 (T.Fё)が47.0%、 そのうち酸化第一鉄 (FeO)は 27.7%、 酸化第

二鉄 (Fe2 03)が 36.0%と なっています。造滓成分 (前述)は 23。 9%であり、二酸化チタン (Ti0 2)は

0。 87%、 バナジウム (V)は 0。 12%と なっています。

顕微鏡組織写真では、酸化鉄が水分と接触して発生する水酸化鉄が観察されます。またX線回折測定

結果からは、マグネタイト (Fe3 04)や石英 (Si0 2)と 共に、ヴスタイトやファイアライト、更に水酸

化鉄の一種であるゲーサイト (α 一FeOOH)や レピドクロサイト (γ 一FeOOH)な どが同定されてい

ますcこ れらの水酸化鉄は、金属鉄や酸化鉄が長い時間、水分との接触の機会の多いところにあったた

めに発生するものです。この資料についても、一度溶融してファイアライトが生成されたことが確認で

き、また酸化鉄が水分の多い所で徐々に変化していったことが分かります。

チタンやバナジムウの量も顕著であり、資料NQ lと 同様、精錬鍛冶滓の一部と思われます。
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(3)資料NO.3お よび資料NQ 4 砂 鉄

両資料とも全鉄分 (To Fe)は 少なく22。 5%と 16。 6%と なっており、これを酸化鉄に換算しても資料

NQ 3の砂鉄 (室沢川)で 31。 1%、 資料NQ 4の砂鉄 (麻績川)で 22。 9%と いう低品位の砂鉄であり、この

ままで製鉄原料になったのかは疑間です。炉で還元する時に滓となる造滓成分 (前述)が双方とも60%

を越えて著しく高くなっています。この地区の砂鉄がこのような低品位で、含有チタン量も少ないもの

なのか、混入砂等の影響によるものか、採取方法等が不明のため、断定は出来ません。

4ま と め

鉄滓の発生を鉄の生産工程から大まかに分類すると

(1)砂鉄や鉄鉱石を還元して、鉄を取り出す際に発生する滓        製 錬 滓

(2)(1)で 出来た鉄塊から不純物を取り除く時に発生する滓         精錬鍛冶滓

131 鉄片を加熱して鍛造・加工して製品を作ってゆく過程で発生する滓   鍛錬鍛冶滓

(→ 鉄を溶かし、鋳型に流し込んで鋳物を作る時に発生する滓       鋳 物 滓

等がありますが、今回調査した鉄滓はじ)ま たは(3)の 鍛冶滓であると考えられます。

また、原料の推定については、一般的に砂鉄に多く含まれている二酸化チタンが多く検出されておりま

すので、砂鉄を原料として作られたものと考えられます。

今回の分析調査では分析した資料数が少なく、また出土場所も土坑であることから、かなりの期間にわ

たり投棄されたものの中からとも考えられますので、結論的なものは出せませんでした。

しかしながら、今回調査した鉄滓は製鉄炉から発生したものではなく、砂鉄を使用して作られた鉄児を

加熱し不純物を叩き出したり、叩いて製品を仕上げて行 く工程で発生する鍛冶滓であると推定できました。

当該遺跡やその近傍の住居址で、羽口や金床石の出土があれば、更に明確な性格付けが可能となります。

鉄は当初より,再加工 (い わゆるリサイクル)の可能な素材として利用されて来たと考えられますので、

鍛冶場には各所で生産された鉄が持ち込まれたと考えるのが妥当であります。素材である鉄の出所や製鉄

技術の進歩等については、特定の製鉄遺跡に付随する鍛冶工房や、製品としての鉄器類での調査研究を進

めて行 く過程で更に解明されることを期待したいと思います。

また、砂鉄について、今回の資料のような低品位の状態で製鉄原料とした場合は、非常に効率が悪かっ

たのではないかと考えます。
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別表 1分 析 試 験 結 果 報 告 書

1。 調査資料    :資 料NQ l(SK02 1区 Ⅱ層出土鉄滓)、 資料NQ 2(SK02 1区 Ⅲ層出土鉄滓)

2。 使用装置    :理 学電機株式会社製ガイガーフレックス(RAD― ⅡA型 )

3.測定条件および測定結果 :図 1。 チャー ト上に記入。

1.外観写真

資料No。 l SK02 1区 H層

2。 顕微鏡組織写真

資料No。 2 SK02 1区 Ⅲ層

資料No。 l SK02 1区 H層 (× 100)

外観写真および顕微鏡組織写真

(%)

夕と  小l  NQ 12518 1 コー ド I DZ612 1 受付日 188/03/171 報告日 188/03/261 納期日 188/03/25

依 頼 者 0長野県埋蔵文化財センター 様

名 遺跡発掘調査  (鉄滓・砂鉄 )

資料NQ 資料名 To Fe Ⅳlo Fe FeO Fe2 03 S i02 A1203 CaO R/1gO Cr

SK02 1区 H層 鉄 滓 51.3 0.45 51。 7 15。 25 22。 4 3。 51 1。 25 0。 35 0.041

SK02 1区 Ⅲ層 鉄 滓 47。 0 0。 31 27.7 35.97 19。 1 3。 61 0。 82 0。 35 0。 029

室沢川 砂鉄 22.5 * * * 45.2 9。 26 1.84 1。 80 *

麻績川 砂 鉄 16.6 * * * 49。 4 10.8 3.21 2。 55 *

資料NQ 資料名 MnO Ti02 S P205 C V Cu Na K

SK02 1区 H層 鉄 滓 0.18 0。 69 0.034 0。 501 0。 20 0。 17 0.005 0。 21 0.57

SK02 1区 Ⅲ層 鉄 滓 Oe 16 0.87 0.006 0.436 1。 99 0.12 0.012 0.16 0.72

室沢川 砂鉄 * * * * * * * * *

麻績川 砂鉄 * * * * * * * * *

資料No。 2 SK02 1区 Ⅲ層 (× 100)
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筑北地区全景
1。 向六工遺跡 2。 十二遺跡 3。 野口遺跡 4。 古司遺跡 5。 子尾入遺跡



PL2

古司(下 )・ 子尾入(上 )遺跡

向六工 (下 )・ 十二 (上 )遺跡



向六工遺跡

遺跡全景 (東から)

遺跡全景 (北 東から)

空撮全景
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向六工遺跡

縄文時代遺出 1)

S B l1012013(Jヒ か ら)

左 :S B13

右 :S Bll

左 :S B12

右 :S B29

左 :S B26

右 :同遺物出Jl状 態



向六工遺跡

縄文時代遺樹 2)

/11三 平成 2年度

ⅣA区全景 (南から)

イl^三 平成元年度

ⅣA区全景 (南から)

左 :Ⅱ U区全景 (北 から)

イf:平成元年度

ⅣA区全景 (東から)

左 :S Ho9

右 :S H10

左 :S F43～ 47

右 :Ⅳ AF9土 器

出土状態
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向プヾIIttF亦

古代遺構(1)

左 :S Bo2

イ「 i S B03

左 :S Bo2遺 物出土 J人 態

右 :S B03赫ぎヒ本イたll「 ll

状態

左 :S Bo4

右 i S B07

∠】三i S B05遺 物 ||1土 状態

イII S B06カ マ ド
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難|



lfll,六
「l littI亦

lifftil量 |1彗(2)

ノ1li s B08

イ「 : llil i」11″ッ|llillJ′ 尺1虫

ll可 カマ ド

ノli: S B09

イ「 :|1可 カマ ド・Pl

S B14予 |



向六工遺跡

古代遺構(3)

左 三S B14カ マ ド1

右 :同 カマ ド2

左 :同遺物出土状態

右 :同炭化材 出土

状態

S B16西 壁

左 :S B16

右 :S B17カ マ ド

左 :S B17

右 :同遺物出土状態
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向六工遺跡

中世以降遺樹 1)

左 三S B240 S Allほ か

右 :SHH

S T04

左 :s To4柱穴底面の石

右 :S H01

6ト レンチ断面



向六工遺跡

中世以降遺樹 2)

/1::S A030 S F18～ 27

イ「:S F25

1司 断 i駒 i

んi: S B10

イf:S F26
同断面

ノII三 s B 10i量物出土状態
||::S H02

イ「:S H06

左 :S Q01

右 :S Q02

むずし1111111
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向六工遺跡

中世以降遺樹 3)

左 :S T03

有 :S F02～ 17

左 :S K 151礫 出土状態

中 :S K151

右 :S T02ほ か

左 :S A12

有 :S T130 S A12

左 :S T13

右 :S K 1030

同遺物出土状態
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S B01

11可 カマ ド

ムi:S A02
イ「 i S K285
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S A15・ S K 1062

S K 302

ス::S K 1048

イfi S K1047
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lB

S B26

向六工遺跡

縄文土劉 1)

‐  4B

304:下 段分布帯

|‐  ‐
15B

上段分布帯

3A

5A



向六工遺跡

縄文土
=2)

6～ 8:上段分布帯

26～ 33:S B26



向六工遺跡

縄文土諷 3)

63                     ‐ ‐

42～ 92:下段分布帯



PLi7向六工遺跡

縄文土諷 4)

93～ 108:中段分布帯

|

120～ 152:上段分布帯



PL18 向六工遺跡

縄文土諷 5)

||183

153～ 205:上段分布帯



向六工遺跡

縄文土諷 6)

PL19

253

206～ 259:上段分布帯



PL20

20

向六工遺跡

石 Hl)

1～ 7・ 44・ 50051:SBH
8～ 14:S B12
15016:S B13
17-25・ 45046・ 52・ 53

:S B26

26～ 39047～ 49:S B29
40～ 43:S K330
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向六工遺跡

石 諷 3)

石  鏃
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向六工遺跡

石 諷 4)

打製石斧

PL23



向六工遺跡

石 諷 5)

磨石・凹石・敲石

PL24

22



向六工遺跡

石 諷 6)

石 匙

刃 器

|
18
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向六工遺跡

石 諷 7)

磨製石斧

石 錐



向六工遺跡

古代土諷 1)

PL27

BI10511 1

S B02:!

SIB05‐ 3

S B04 5



向六工遺跡

古代土諷 2)

IB106● 2

S1310619

S‐

‐
B.07 4

SIIB.08‐ ■2

SIB‐ 19‐ 1

S13120■ l

SIB1201‐ 12



向六工遺跡

古代土諷 3)

S B19 5SIB22 1

S B22 3

S13221‐ 7



PL30 向六工遺跡

中世土器・陶磁諷 1)

3～ 110102:S K 1030

5:白磁杯



向六工遺跡

中世土器・陶磁
=2)

貿易陶磁

瀬戸美濃系陶器

内耳鍋

蝙

PL3i

鬱

右 :鍛冶道具



PL32 向六工遺跡

近世陶磁器

1以外は遺構外



PL33向六工遺跡

古代石製品・土製品
・鉄製品

砥   石

中世以降石製品(1)

砥石・温石

石鉢・台石
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向六工遺跡

中世以降石製品(2)

石  臼

中世以降鉄・銅製品
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向六工遺跡

銭 貨
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固 十二遺跡

遺跡全景 (東から)

遺跡全景 (西か ら)

左 :風任1木痕

右 :第 5ト レンチ断面

左 :ト レンチ掘削

右 :第 4ト レンチ断面
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